


森さんには、理
り

想
そ う

とする女の人の

イメージがありました。それは、彼
か の

女
じ ょ

が

「ヴァイタル・タイプ」とよんだ、

「仕
し

事
ご と

もくらしも一生けん命
め い

な

いきいきとした女の人」です。

まさに、自
じ

分
ぶ ん

自
じ

身
し ん

もヴァイタル・タイプとして

大かつやくした森さんは、チョウのように

いきいきと羽ばたきながら世界中に

ファッションのすばらしさをつたえました。

さあ、森さんの人生をいっしょに

めぐってみましょう！

●展
て ん

示
じ

室
し つ

でのおねがい

森
も り

英
は な

恵
え

さんは、1926年生まれの

ファッション・デザイナー。

みんながあこがれる服
ふ く

をデザインして、

世
せ

界
か い

中
じゅう

でその名前が知られています。

この展
て ん

覧
ら ん

会
か い

では、チョウの絵がらの

ドレスなど、森さんが生み出した

たくさんの作
さ く

品
ひ ん

と、森さんの人生を

しょうかいします。

世
せ

界
か い

のハナヱ・モリ
❷ 「
ひ
よ
し
や
」開
店
の
頃
｜
１
９
５
０
年
代
半
ば
｜
提
供

：

森
英
恵
事
務
所

作
さ く

品
ひ ん

には
さわらないでね

お話しする
ときは小さな声で

ゆっくり
歩きながら見よう

かくときは
えんぴつを使

つ か

おう

はじめ に



家 の 中 だけ が 自 分 の 世
せ

界
か い

で は ない！
大学を出て、すぐにけっこんした森さんは、 「家の中ではでき
ない新しいことがしたい！」と思い、洋

よう

服
ふく

作りを学べる学校
に通いました。その後、自分で作った洋服と服を作るため
の布

ぬの

、そしてバッグや小
こ

物
もの

を売るお店を、東京の新
しんじゅく

宿に開
ひら

きます。お店はすぐにひょうばんになり、映
えい

画
が

のいしょう作り
をたのまれるようになりました。 仕

し

事
ごと

がとてもいそがしい
毎 日でしたが、森さんは、子どもを育

そだ

てるお母さんとして、
家

か

族
ぞく

とすごす時間も大切にしていました。

新 宿  　  ｜     1951-

森
さ
ん
の
お
店
「
ひ
よ
し
や
」
は
、
道ど

う

路ろ

か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に

大
き
な
ガ
ラ
ス
ま
ど
が
あ
っ
て
、
き
れ
い
な
色
の
ド
レ
ス
が
か
ざ
ら
れ
た
よ
。

そ
れ
を
見
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
来
店
し
た
ん
だ
。

映
画
や
俳は
い

優ゆ
う

の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
服
を
作
る
森
さ
ん
に
は
、

仕
事
の
お
ね
が
い
が
ど
ん
ど
ん
き
た
よ
。
な
ん
と
数
百
本
の
映
画
で

い
し
ょ
う
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。

今とくらべると、
けっこんしてから家のこと

いがいの仕事をする女の人は
少なかったんだよ

家にテレビが
なかったこのころ、

映画がみんなの楽しみ
だったんだね

❹ 森英恵｜デイドレス
（映画『波止場の鷹』衣装）｜

ハナヱ・モリ｜1967年｜
島根県立石見美術館

❸ 
森
英
恵
｜
赤
い
花
柄
の
男
性
用

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ（
映
画『
狂
っ
た
果
実
』衣
装
）｜

１
９
５
６
年
｜
島
根
県
立
石
見
美
術
館

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト



いよいよ海 外 へ 、日本らしさでちょうせ ん！
はじめての海外旅

りょ

行
こう

でフランスやアメリカに行った森さん
は、自分が作った服

ふく

を外国にも広めたいと考えるようになり
ました。そこで、着

き

物
もの

の生
き

地
じ

や日本のもようをよく勉
べんきょう

強し、
布
ぬの

や絵がらで日本らしさをあらわした洋
よう

服
ふく

をデザインして、
アメリカで発

はっぴょう

表します。もともと西
せい

洋
よう

で生まれた「洋服」に、
昔

むかし

からある日本の着物のすてきなところをとりいれたドレス
は、たちまち大人気になりました。

アメリカ   ｜   1961-1976

日
本
の
着
物
の
お
び
や
和わ

服ふ
く

の
生
地
な
ど
で
洋
服
を
つ
く
っ
た
よ
。

日
本
の
い
ろ
ん
な
場ば

所し
ょ

で
、
長
い
間
作
ら
れ
て
き
た
布
を

さ
が
し
だ
し
て
使つ

か

っ
た
ん
だ
。

日
本
ら
し
さ
が
あ
る
新
し
い
洋
服
を
作
る
た
め
、

布
作
り
の
プ
ロ
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
生
地
の

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
よ
。
花
や
波な
み

な
ど
の

日
本
の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
も
よ
う
を
、
大
き
な
が
ら
や

あ
ざ
や
か
な
色
で
あ
ら
わ
し
た
ん
だ
。

❺ 森英恵｜
イヴニングアンサンブル

（コート、ドレス）｜
ハナヱ・モリ｜1968年｜
島根県立石見美術館

「洋服」は西洋から
日本につたわってきた服。

日本の着物は
「和服」ともよばれるよ。

❻ 

森
英
恵
｜
イ
ヴ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス

（
テ
キ
ス
タ
イ
ル「
胡
蝶
の
夢
」）｜
ハ
ナ
ヱ
・
モ
リ
｜
１
９
７
３
年
春
夏
｜

島
根
県
立
石
見
美
術
館
、マ
ー
ク
・
ポ
メ
ロ
イ
氏
寄
贈

❼ 

右
近
テ
キ
ス
タ
イ
ル 
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス
｜
テ
キ
ス
タ
イ
ル「
胡
蝶
の
夢
」｜

四
季
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
｜
１
９
７
３
年
頃
｜
森
英
恵
事
務
所

森さんの
デザインを代

だいひょう

表する、
チョウが登

とうじょう

場する
ドレスだね

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト



❾ 

森
英
恵
｜
Ａ
Ｔ
Ｍ
フ
ェ
イ
ス
制
服　

夏
服
｜
２
０
０
０
年
｜
公
益
財
団
法
人
水
戸
市
芸
術
振
興
財
団

❽ 

森
英
恵
｜
客
室
乗
務
員
制
服（
６
代
目
）｜
日
本
航
空
株
式
会
社
｜
１
９
７
７
年
｜

日
本
航
空
株
式
会
社

日本

日本 のくらしをデ ザインで か えよう！
海外で最

さい

新
しん

のファッションを目にした森さんは、すてきにデ
ザインされたものにかこまれてくらす楽しさを、日本の人にも
知ってほしいと思うようになります。そのために、自分が作った
ざっしで新しいファッションをしょうかいしたり、せい服

ふく

や
せんたくきなど身

み

近
ぢか

なものをデザインしたりしました。毎日
のくらしをすてきにするていあんは、森さんの一生の仕

し

事
ごと

になりました。

チョウ
かわいいせんたくき！

家の中が
はなやかに！！

見て見て！
スカーフにも

チョウがいるね

⓬ 『森英恵流行通信』No. 42、1968年1月15日｜
ファッションハウス 森英恵｜島根県立石見美術館
⓭ 『流行通信』No. 63、1969年4月｜流行通信編集室

（株式会社ひよしや）｜島根県立石見美術館

と
く
べ
つ
な
日
に
着き

る
ド
レ
ス
だ
け
で
な
く
、

仕
事
の
と
き
に
着
る
服
な
ど
も
デ
ザ
イ
ン
し
た
よ
。

お
し
ゃ
れ
で
動う

ご

き
や
す
い
服
を
作
っ
て
、

着
る
人
の
毎
日
の
く
ら
し
を
お
う
え
ん
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
。

く
ら
し
の
中
に
あ
る
も
の
に
、

森
さ
ん
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
く
わ
え
て
、

日
本
の
み
ん
な
の
生
活
を
ぐ
っ
と
お
し
ゃ
れ
に
し
た
よ
。

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

❿
⓫ 

森
英
恵
｜
デ
イ
ド
レ
ス
｜
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド
｜
１
９
６
９
年
以
降
｜
島
根
県
立
石
見
美
術
館



⓯ 

森
英
恵
｜
カ
ク
テ
ル
ス
ー
ツ

（
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、ス
カ
ー
ト
）

「
シ
ル
ク
サ
テ
ン
と
ウ
ー
ル
地
で
網
代
編
み
を

あ
し
ら
っ
た
カ
ク
テ
ル
ス
ー
ツ
」｜

ハ
ナ
ヱ
・
モ
リ 

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
｜

１
９
８
９
年
秋
冬
｜
島
根
県
立
石
見
美
術
館

フランス   ｜  1977-2004

ファッションへ の 止まらない 思 い！
日 本 やアメリカでのか つやくをみとめられた森さんは、
フランスのパリで「オートクチュール」というとくべつな服

ふく

を
発

はっぴょう

表するファッションショーに、アジア人としてはじめてさん
かしました。色やがらをいかしたこれまでのデザインにとど
まらず、新しい服

ふく

作りにもチャレンジします。布
ぬの

をあむ・おる・
かさねるなどして形を作った服、細かいししゅうでかざった
服…。森さんのあつい思いから生まれた服は、ますます世

せ

界
かい

中
じゅう

の人をむちゅうにさせました。

「
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
」
の
ド
レ
ス
は
、

着き

る
人
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
、

世
界
に
一
つ
だ
け
の
最さ

い
こ
う
き
ゅ
う

高
級
の
服
な
ん
だ
。

プ
ロ
の
職

し
ょ
く
人に

ん
さ
ん
が
手
で
作
っ
て
い
る
の
が
と
く
ち
ょ
う
だ
よ
。

和わ

服ふ
く

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
日
本
の
家
や
生
活
の

道ど
う

具ぐ

な
ど
か
ら
も
デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ
デ
ア
を
見
つ
け
た
よ
。

こ
の
服
に
は
、
日
本
の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
か
ご
み
た
い
に
あ
ん
だ
布
が
、

か
ざ
り
と
し
て
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。ポ

イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

キラキラした
ビーズやスパンコールが、

まるで宝
ほう

石
せき

みたい！

黒一色だからこそ、
ツヤツヤした部

ぶ

分
ぶん

の布が
目立って、服の形が
立
りっ

体
たい

的
てき

に見えるね⓮ 

森
英
恵
｜
イ
ヴ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
｜

ハ
ナ
ヱ
・
モ
リ 

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
｜

２
０
０
４
年
秋
冬
｜

株
式
会
社
佐
藤
し
の
ぶ
ア
ー
ト
ガ
ー
デ
ン



お わりに

森
もり

英
はな

恵
え

さんは、生まれてから小学4年生のときに
東京にひっこして来るまで、モンシロチョウがまう
自

し

然
ぜん

ゆたかな島
しま

根
ね

県
けん

ですごしました。

デザインのシンボルとしてよく使
つか

われていたチョウは、
ふるさとの風

ふう

景
けい

から生まれたものです。
どんなに海外で有

ゆう

名
めい

になっても、ずっとふるさと、
日本を大切にしてきた森さん。

日本のすばらしさを世
せ

界
かい

へ、ファッションの
楽しさを日本へ、というねがいをのせた「チョウ」は、
森さんが作った作

さく

品
ひん

のなかで、今もまるで
ひこうきのようにいきいきと世界中を
とびつづけています。

⓰ 

ハ
ナ
ヱ
・
モ
リ 

フ
ァ
イ
ナ
ル
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
｜

2
0
0
4
年
7
月
7
日
｜
提
供

：

森
英
恵
事
務
所 

表紙：❶ 森英恵｜イヴニングドレス｜ハナヱ・モリ オートクチュール｜1982年秋冬
裏表紙：⓱ 森英恵｜イヴニングドレス「役者絵をあしらった深い海の色、
シルクサテンでジャンプスーツ」｜ハナヱ・モリ オートクチュール｜2004年秋冬｜
島根県立石見美術館
撮影：石井幸之助（❷）、小川真輝（❶、❸～❼、❿、⓫、⓮、⓯、⓱）  杉本和樹（❽、❾）

どんな色を

している？

なにで
できている？

どんなときに
着たい？

だれに
着

き

てほしい？

ふく



休館日：毎週火曜日 ＊ただし5月5日（火・祝）は開館

開館時間：10:00–18:00  
＊毎週金・土曜日は20:00まで ＊入場は閉館の30分前まで

主催：国立新美術館、テレビ朝日、東京新聞 
特別協力：森英恵事務所、一般財団法人森英恵ファッション文化財団

企画協力：島根県立石見美術館  
ウェブサイト：https://morihanae100.jp

生 誕 10 0 年   森 英 恵  ヴァイタル・タイプ
2026 年4月15日（水）– 7月6日（月）

国立新美術館   企画展示室 1E
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